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は

じ

め
に

一

航
空
機
工

業
の

形
成

-
技
術
導
入

と

独

占
形
成

二

戦
時
生

産
力
拡
充
と

国
家
へ

の

依
存
の

深

化

小

括
と

展
望

資
料

表
-
航
空
機
工

業
会
社

一

覧

図
-
主

要
勘
定
動
向

ほ

じ

め
に

小

論
の

目

的
ほ

､

第
一

次

大
戦
以

後
の

日

本
航
空

機
工

業
資
本

(

1
)

の

蓄

積
過

程
を

検
討
し

､

航
空

機
工

業
独

占

と

国
家

権
力

と
の

癒

着
の

進
展
過

程
を

明

ら
か

に

す
る

こ

と

に

あ

る
｡

周

知
の

よ

う
に

､

第
一

次

大

戦
は

､

社
会
主

義
国

を

生

み

だ

し

民

族

解

放
運
動
を

発
展
さ

せ

て

資
本
主

義
の

全

般

的

危
機
の

起
点

と
な

り
､

ま

た
､

帝
国
主

義
諸

国
の

関
係
を

も

大

き

く

変
え
た

｡

疋

田

康

行

日

本

資
本
主

義
は

､

大
戦
中
に

急

速
に

発
達
し

重

化

学
工

業
化

も

相

当

進
ん

だ

が
､

同

時
に

支
配

圏

内

外
の

労
･

点
･

民
族

運

動
の

本

楯
的

発
展
に

直
面

し
た

上
､

日

英
同

盟
が

廃
さ

れ

て

東
ア

ジ

ア

支
配
を

め

ぐ
る

英
米
二

大

帝

国
主

義
と
の

み

つ

ど

も

え
の

対

抗
関

係
に

は

い

っ

た
｡

軍
部

､

と

く
に

陸

軍
は

､

大

戦
に

示
さ

れ

た

戦

争
の

総
力

戦
化
に

驚
き

､

早

く
も

一

九
一

八

年
に

軍

需
工

業
動
員

法
を

制
定
し

た

が
､

以

後
､

右
の

事
態
に

促
迫

さ

れ

て

絵
力

戦

体

制
構
築
を

進
め

る

こ

と
に

な
る

｡

経

済
動
員
基
盤

､

と

り

わ

け

最
新
兵
器
の

生

産
体

制
の

整

備
は

､

総
力

戦
体

制

構
築
の

主

要
な

そ

し

て

後
進
日

本
に

特
異
の

柱
で

あ

っ

た
｡

航
空

機
工

業
も

､

軍

需
工

業
と

し
て

そ

の

中
心

に

位
置
付

(

. 2
)

け

ら
れ

､

軍
の

援
助
に

よ
っ

て

発
足

､

発
展
し
た

｡

し
か

も
､

そ

れ

ま

で

の

軍

需
工

業
と

異
な

り
､

生

産
の

大

部

分

を

民

間
企

業
が

鰯
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担
っ

た
の

で

あ

る

(

表
)

｡

従
っ

て
､

そ

の

発

展

過

超
は

､

第
一

次
大

戦
以

後
､

特
に

日

中

戦
争
以

後
の

日

本

資
本

主

義
の

重

化

学

工

業
化

過

准
で

の
､

重

化

学
工

業
独

占

と

国

家

権
力

と
の

関

係
の

一

典
型

を

示

す
も

の

と
い

え

よ

う
｡

我

国
航

空

機
工

業
の

主

要
企

業
は

､

三

菱
､

中

島
､

川

崎
､

愛

知
､

川

西
の

五

社
で

あ
っ

た

(

表
)

｡

こ

の

五

社

は
､

設

計

技
術

に

優
れ

､

陸

海
軍
の

第
一

線
機
種
の

生

産
で

圧

倒
的
シ

ェ

ア

を

誇

っ

た
｡

他

社
は

､

練
習

機
か

､

五

社
あ

る

い

は

軍
工

廠
の

設

計

棟

の

転
換
生

産
に

留
ま
っ

た
｡

従
っ

て
､

こ

の

五

社

を
､

優
れ

た

設

計
技
術

を

基

礎
に

し
た

独

占

体
=

技
術
独

占

と

み

る

こ

と

が

で

き

ょ

う
｡

と

こ

ろ
で

､

五

社
の

う
ち

､

三

菱
重
工

業
ほ

｢

一

流
総
合

財

閥
+

の

直

系
会

社
で

あ

り
､

他

ほ

｢

二

流

事

業
財

閥
+

と

か

｢

新
興

財

閥
+

な

ど

と
い

わ
れ

る

も
の

で

あ

る
｡

本

稿
で

は
､

独

占
の

二

類
型

を

三

菱
と

愛
知
に

､

非
独

占

体
を

日

立

(

旧

東
京
ガ

ス

電
工

､

以

下

ガ

ス

電
と

略
す
)

に

代

表
さ

せ
､

そ

の

資
本

蓄
積

と

技
術
蓄

積
の

相

違
に

留
意
し

っ

つ

所

期
の

課

題
に

と
り

く

む
｡

対

象
時

期
は

､

一

九
二

〇

年
か

ら
一

九

四
一

年
ま

で

と

し
､

航

空

機
工

業
資
本

と

国
家
の

関
係

が

変

化

す
る

日

中

戦
争
開

始

=

戦

時
経

済

統
制
の

開
始
で

大

き

く
二

期
に

区

分
す

る
｡

(

1
)

資
本
の

蓄

積

過

程

を

問
題
と

す
る

際
､

労
働
過

程

=

剰
余
価

値

生

産

過

寝
の

分

析
が

本

来
必

要
で

あ

る

が
､

資
料
と

紙

数
の

不

足
に

甜
d

O

よ

り

割
愛

す
る

｡

そ

し

て
､

主

と

し

て

資
金
の

調

達

と

運

用
を

問
題

と

し
て

と

り
あ

げ
る

こ

と

に

す

る
｡

(

2
)

一

九
二

一

年
に

ほ
､

海
軍
は

次
の

様
な

方

針
を

持
っ

て

い

た
｡

｢

将
来

､

機

体
と

発

動

機
の

量

産

は

主

と

し
て

民

間
工

場

に

行

な

わ

せ

…

…
｡

こ

れ
が

た

め

既
に

自
発

的
に

創
立

し

た

中

島
飛

行

機
株

式

会
社

､

三

菱
内

燃
機
株
式

会

社
､

愛

知

時

計
電

機

株

式

会

社
の

三

社

を

指
定
工

場
と

し
て

育

成

す
る

｡

+

(

防
衛
庁

防

衛

研

修

所

戦

史

室

『

海
軍

軍

戦

備
』

､

(

1
)

､

朝

雲

新
聞

社
､

一

九

六

九

年
､

五

四

頁
｡

)

陸
軍

も
ほ

ぼ

同

様
の

措

置
を

と
っ

た
｡

主

要

企

業
の

中
で

は
､

革

指

定
工

場
で

は

な

く

航
空

輸

送

会

社

を

兼

営

し
て

い

た

初
期
の

川

西

が
､

若
干

異

な
る

(

小

森
郁

姪

『

航

空

開

拓

凝

議
』

､

同

刊

行

会
､

一

九

七

四

年
､

第
一

部
)

｡

軍
の

航
空

機
工

業

政

策
の

概
要

は
､

『

昭

和

産

業

史
』

第
一

巻
､

(

東
洋

経
済

新

報

社
､

一

九

五

〇

年
)

五

九

四

-

六

〇
五

頁
を

参

照
の

こ

と
｡

一

航

空

機
工

業
の

形

成

-
技
術

導
入

と
独

占
形

成

本

節
で

は
､

主
要
企

業
が

出
揃
う

ー

九
二

〇

年
か

ら

日

中

戦
争

開

始
ま

で

の
､

各
社
の

経

営
動
向
を

検
討
す
る
｡

そ

の

際
､

独

占

化
の

条
件
で

あ

る

技
術

蓄

積
の

過

程
に

留
意
す
る
･｡

こ

の

時

期
は

更
に

三

期
に

区

分
で

き

る
｡

初
期
(

一

九
二

〇

I
一

九
二

五

年
)
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で

は
､

主

要
企

業
が

出
揃
い

､

軍
の

育
成

政

策
の

下

で
一

挙
に

経

営
を

軌
道
に

乗
せ

る
｡

中

期
(

一

九
二

六

1
一

九
三

一

年
)

で

は
､

軍

栢
の

下
で

軍
が

航
空

機
の

技
術

的
自
立

を

急
ぎ

､

市

場
の

大

き

さ

に

此
し

て

激
し
い

技
術

開

発
=

導
入

競
争
が

展
開

し

た
｡

こ

の

間
(

一

九
二

〇

-
一

九
三

〇
)

､

航
空

機
工

業
は

､

就

業
者

数
で

ほ

二

三

六
六

人
か

ら
九

､

五

八

八

人

(

七

倍
)

へ

､

完
成

品
生

産

額
で

は

三

四

九

万

円
か

ら
一

､

七

二

三

万

円

(

五

倍
)

へ

と
､

絶

対

的
に

は

依

然

小

規
模
な

が

ら
､

当

時
の

成

長

産

業
た

る

化

学
､

電
機

､

電
力

(

生

産

額
で

各
々

一

ニ
ー

倍
､

二

･

二

倍
､

三
･

六

(

1
)

倍
)

に

比
べ

て

も
､

き

わ

め

て

急

速
な

拡

大
を

遂

げ
た

｡

末

期
=

｢

満
州

事
変
+

期
(

以

下

工

は

略
す
)

で

は
､

急

速
な

軍
需
の

拡

大
に

よ

り

高
収

益

を

え
､

設

計

技
術

面
で

の

対

外

自

立

を

達
成

し
､

独

占
が

確
立

す
る

｡

ま

ず
初
期
か

ら
｡

三

菱
は

一

九
一

六

年
以
来
航
空

発
動
機
の

模

倣
試
作
や

製
作
権
購
入

を

し
て

い

た

が
､

一

九
二

〇

年
五

月
三

菱

造

船

神

戸
内

燃
機

製
作

所
を

分

離
､

±
菱
内

燃
機

製
造

と

し
､

同

時
に

機
体
生

産
も

開
始
す
べ

く

名

古

屋
工

場
を

建
設
し

た
｡

一

九

二
一

年
､

海
軍
の

斡
旋
で

イ

ギ

リ

ス

か

ら

技
師

九

名
を

招
き

､

海

軍

注
文
の

艦
上

機
の

設

計
と
エ

作

指
導
と

に

当

ら
せ

た
｡

愛
知
も

､

一

九
二

〇

年
､

民

間

会

社
に

対

す

る

海
軍

初
の

機
体

発
注
(

水

上

ォ

す

頼

ノ
ー

㌔
･

.

･

⊥

俊
)

を

中
島
と

共
に

受
け

､

海
軍

兵
器

(

航
空

機
･

水

雷
等
)

工

場
を

新
た

な

本
社
工

場
(

四
･

三

万

坪
)

と

し

て

建
設

し
た

｡

ガ

ス

電
は

､

大

森
工

場
が

陸

軍

指
定
工

場
と
な

り
､

一

九
二

〇

年
か

ら

発

動
機
の

生

産
を

始
め

た
｡

こ

れ

ら
の

企

業
は

､

中

島
を

除

き

(

後
述
)

日

露
戦
争

頃
か

ら

軍
需
品

を

生

産
し

て

い

た

が
､

第
一

次

大

戦
中
か

ら

航
空

機
生

産
を

検

討
し

､

陸
海
軍
の

指
定

を

受
け

て

生

産

設

備

を
一

九
二

二

年
頃
ま

で

に

整
備
し
た

｡

そ

れ

は
､

各

社
の

固
定

資
産
の

増
大
に

も

示

さ

れ

る

(

図
1

-
3
)

｡

一

九
二

二

年
は

､

陸
海
軍
軍

縮
が

開

始
さ

れ
､

シ

ベ

リ

ア

撤
兵

が

宣

言
さ

れ

た

年
で

あ

る
｡

以

後
､

造

船
で

は

作
業
量
が

減
少
に

転

じ

た

が
､

航
空

機
部

門
で

は

増
加

を

続
け

た

(

各

社

作
業
資
産

､

特
に

三

菱
)

｡

航
空

機
は

､

軍
縮
の

対

象

外

で

あ

り
､

む
し

ろ

軍

備
の

近

代
化
の

た

め

重

要
性
を

増
し

た

の

で

あ

る
｡

三

菱
ほ

海
軍

艦
上

機
を

独

占
し
て

お

り
､

愛
知

･

中

島
が

水

上

機
を

生

産
し
た

｡

一

九
二

五

年
ま

で

の
､

三

菱
と

愛
知
の

平

均

払

込

資
本

金

利
益

率

は

高
く

(

図
4

上
)

､

急
速
な

減
価

償
却

と

内

部

留

保

を

行
っ

て

い

る
｡

と
こ

ろ
が

､

ガ

ス

電
ほ

､

大

戦

後
に

自

動
車

･

紡
機
･

兵

器
･

工

具
･

舶
機
等
に

も

手

を

出
し

て

戦

後
恐

慌
の

打
撃
を

受
け

､

震
災
に

も

み

ま

わ

れ
､

.
カ

を
そ

そ

い

だ

自
動
車
部

門
は

軍
用

自
動

車
補
助

法
の

免
許
製
作
者
と
な
っ

た

(

一

九

完
年
)

も
の

の
､

肝
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ア

メ

リ

カ

系
企

業
と
の

競
争
に

苦
し

み

業
績
は

上
が

ら

な
か

っ

た
｡

一

九
二

二

年
十
二

月
に

減
資
を

行
っ

た

が

業
績
好
転
せ

ず
､

大
き

な

欠

損
を

出
し
つ

づ

け
て

い

る

(

図
3
･

4

上
)

｡

中
期
に

入

る

と
､

軍

事
費
は

減

少
し

た

ま

ま

停
滞
し

､

更
に
｢

軍
備
近

代

化

と

軍
器

自
立
を

急
ぐ

軍
部
が

､

競
争
試

作
制

度
を

導

入

し

た
｡

す

な
わ

ち
､

一

九
二

六

年
四

月
､

海

軍

は

三

菱
･

愛

知
･

中

島
に

艦
上

戦

闘

機
の

試

作
を

命
じ

､

審
査
の

結
果
イ

ギ

リ

ス

の

グ

ロ

ス

タ

一

社
の

艦

戦
を
モ

デ
ル

と

し

た

中

島
機

を
､

一

九

二

八

年
に

制
式

採
用
し

た
｡

陸

軍
も

同

様
な

措

置
を

と

り
､

航
空

機
市

場
の

大

部
分

を

占

め

る

軍
需
の

確
保

ほ
､

設

計

技
術

水

準
の

優
位
に

直
接
か

か

る

に

至
っ

た
｡

こ

の

た

め
､

先

進
国
技
術
の

導

(

2
)

入

と

消
化
が

争
っ

て

行
わ

れ

る

こ

と
に

な
っ

た
｡

固
定

資
産
は

､

三

菱
で

は

減

少
か

ら

横
ば

い

と

な

り
､

一

九
二

八

年
以

後
は

増
加
に

転
じ

払
込

資
本
金

を

越
え

た

(

以

下
､

囲
l
･

2
)

｡

し
か

も
､

製
作
権
は

そ

の

二

二

-
二

四

%
も

占
め

て

い

る
｡

愛
知
で

も
､

一

九
二

八

年
以

後
増
加

と
な

り
､

一

九
二

五

年
か

ら

は

積
立

金

増

加
率
も

急
減
し
て

い

る
｡

作
業
資
産
と

前
受
金

･

仮

受
金
は

､

三

菱
｡

愛
知

と

も
一

九

三

〇
年
ま

で

ほ

増
加
し

て

い

る
｡

と
こ

ろ

で
､

三

菱
で

ほ

作
業
資
産
は

常
に

前
受
金

を

下
回
っ

て

い

る

が
､

愛
知
で

は

逆
で

､

更
に

､

固
定

資
産
も

払

込

資
本
金

を

上

回
っ

て

い

る
｡

こ

こ

か

ら
､

両

社
の

資
金

調

達
の

相

違
が

生

じ
る
｡

朗
ハ

〇

三

菱
は

､

余
剰
資
金

を

有
価
証

券
投
資
に

ま

わ

し
､

利
子

配

当

収

入

で

作
業
利
益
の

減

少
を

補
い

(

図
4

下
)

､

更
に

､

研

究
投

資
資

金

を

内

部
留
保
の

取

崩
し

と

有
価

証

券
の

売
却
と

に

よ

っ

て

い

る

の

で

あ

る
｡

三

菱
で

は
､

手

形

形

式
に

し

ろ

証

書
形

式
に

し

ろ
､

借
金

は

皆

無
で

あ

る
｡

他

方
､

愛
知
は

､

払

込

資
本

金
だ

け

で

は

固
定

資
産
を

賄
え

ず
､

積
立

金

を

あ
て

て

い

る
｡

た

め

に
､

有
価

証
券
は

き

わ

め
て

少
な

く
､

借
金

(

支

払

手

形
)

が

固
定

資
産

､

作
業

資
産
の

増

大
に

と

も

な
い

急

増
し

て

い

る
｡

こ

の

よ

う
に

､

愛
知
ほ

資
金

的
余
裕
が

な

く
､

三

菱
よ

り

高
い

利

益

率
を

計

上

し

つ

つ

も

配
当

率
を

八

%

(

三

菱
は

一

〇

%
)

に

お

さ

え

ぎ
る

を

え

な
か
っ

た
｡

三

菱
を

自

己

資
本
依
存
型

と

す

れ

ば
､

愛
知
は

借
入

金

依

存
型

と
い

え

よ

う
｡

な

お
､

愛
知

時
計
電
機
の

取

引

銀

行
ほ

(

3
)

愛
知
銀

行
で

あ
る

｡

ガ

ス

電
は

､

中
期
に

お

い

て

も

欠

損
が

多
く

､

新
規
投
資
は

も

ち

ろ

ん
､

減
価
償
却
も

ほ

と

ん

ど

で

き

ず
､

借
金

(

支

払

手

形
･

借
入

金
･

社

債
)

が

累
積
す
る

ば

か

り

だ

っ

た

人
図
3
･

4

上
)

｡

各
社
が

競
っ

て

技
術
導
入

を

進
め

て

い

る

時
期
に

技
術

投
資
を

十

分
で

き

な

か
っ

た

こ

と
は

､

当

社
が

､

三

菱
航
空

機
に

匹

敵
す
る

大
企

業
だ
っ

た

に

も
か

か

わ

ら

ず
独

占

化

し

え

な
い

決

定

的
要

因
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と

な
っ

た
｡

一

九
三

二

年
､

十
五

銀
行
か

ら

再

建
の

た

め

常
務

が

派
遣
さ

れ
､

翌

年
和
議
成

立
に

よ

り

債
務
を

整

理

し

再
建
さ

れ

る

こ

と
に

な
っ

た
｡

こ

の

よ

う
に

､

中

期
で

は

財
政

緊

縮
に

競

争
試
作
制
が

加
わ

り
､

技
術
の

優
位
が

市

場
の

確
保
に

直
結
し

た

た

め
､

技
術
投

資
が

急

増
し

た
｡

こ

の

負
担
に

耐
え

え

た
の

は
､

初
期
に

経
営

を

軌
道
に

乗
せ

て

い

た

三

菱
や

愛
知

､

と

く
に

資
金
の

豊

富
な

三

菱
で

あ
っ

た
｡

し
か

し

そ

れ

で

は
､

中
島
飛

行

機
の

よ

う

な

小
さ

な

合
資
会

社

(

日

本

飛
行

機

当

時
で

資
本

金
七

五

万

円
)

が
､

ど

う
し
て

こ

の

競
争
に

耐
え
ぬ

き
三

菱
と

並
ぶ

ま
で

に

成

長
で

き
た

の

か
｡

こ

の

点

を
､

三

井
物
産
と

中

島
の

関
係
か

ら

明

ら
か

に

し

よ

う
｡

中

島
知
久

平
は

､

海
軍
の

航
空

機

技
術

将
校
で

あ
っ

た

が
､

航

空

機
の

研

究
･

製
造
を

志

し

て

退

官

し
､

一

九
一

八

年
に

川

西
の

資
金

援
助

を

え
て

日

本
飛

行
機

製
作
所
を

設

定

し
た

｡

何
回

か

の

失

敗
の

後
､

翌

年
､

四

型

磯
が

飛

行

に

成

功

し
､

改

良

型

(

五

型
)

二

〇

機
を

陸
軍
か

ら

受
注

し
た

(

代

金

五

三

万

円
)

｡

こ

れ

ほ
､

軍
が

民

間
企

業
に

航
空

機
を

発
注
し
た

最
初
の

も
の

で

あ

る
｡

し
か

し
､

一

九
二

〇

年
十
二

月
､

川

西
は

資
金
を

引

揚
げ

手

を

引

い

た
｡

他

方
､

三

井
物
産
は

､

中

島
と

一

手

販

売

契
約
を

結
び

傘

下

に

入

れ

た
｡

物
産
ほ

､

｢

中

島
ハ

内
地
二

於

ケ

ル

飛

行
機
製
造

″

〆

､

〝

㌔
-

■

∵
-
.

ニ

就
テ
ハ

唯

フ
会

社

デ
ア

リ

マ

シ

テ
､

競
争
者
ト

シ

テ

ハ

三

菱
､

川

崎
､

愛
知
時
計
電
機
等
ガ

主
ナ

ル

モ

ノ

(

…

…

だ
)

ガ
､

唯
今

ノ

処
デ
ハ

中
島
ハ

何
レ

ニ

対
シ

テ
エ

二

歩
進
ン

デ

居

リ
マ

シ

テ

注

(

4
)

文

獲

得
上

彼
等
二

議
テ

ナ

イ
+

と

評
価

し

て

い

た
｡

｢

有
望
+

な

航
空

機
商
売
で

の

競
争
上

､

｢

永

年
ノ

情
誼
+

の

あ

る

陸

軍

と

の

関
係
を

利
用

し
て

､

中

島
に

川

西
と

手

を

切

ら
せ

た

も

の

で

あ

ろ

1

つ
0

そ

れ

は

と

も

か

く
､

三

井
物
産

と
い

う

大
き

な

後
盾
を

得
た

こ

と
が

中

島
の

発
展
を

保

障
し
た

｡

物
産
は

､

欧

米
の

航
空

機
工

業

(

5
)

会
社

と

代
理

店
契
約
を

結
び

､

そ

の

製
品
の

製
作
権
を

中

島
に

斡

旋
し

た
｡

こ

れ

に

よ

っ

て
､

重

要
競
争
手

段
た

る

製
作
権
購
入
の

便
宜
が

図
ら

れ
､

そ

の

独

占
が

物
産
の

代

理

契
約
で

強
化
さ

れ

た
｡

ま
た

､

物
産
は

､

海
軍

出
身
の

中
島
を

陸

軍
に

結
び

つ

け
る

媒
介

と

も
な
っ

た
｡

そ

の

他
､

技
術

情
報
の

入

手
や

､

日

本
で

は

生

産

し

え

な
い

発
動
機

､

材

料
､

部
品

､

工

作
機
械
等
の

輸
入
の

点

で

も

物

産
の

役
割
は

大
き

か
っ

た
｡

資
金
の

豊

富
な
三

菱
航
空

機
で

は
､

こ

れ

程
で

侶

な
い

に

し

ろ
､

三

菱
商
事
と
の

問
で

同

様
な

関

係
が

見
出
さ

れ

る
｡

二

〇

年
代
の

日

本

航
空

機
工

業
資
本
に

と
っ

て

財
閥
捻

合

商
社
は

プ

ロ

モ

ー

タ

ー

的
な

役
割
を

果
し
た

｡

こ

の

Q
V

よ

う
な

商
事
会

社
と
の

つ

な
が

り

の

な
い

愛
知
で

ほ
､

常
務
ま
で

甜
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か

な

り

頻
繁
に

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

に

行
き

､

視
察
や

交

渉
を
し

て

い

る
｡

満
州

事
変
と

高
橋
財
政
の

開
始
ほ

､

軍

需
を

一

気
に

拡

大

し
た

｡

航
空

軍
需
も

急
増
し

､

海
軍
基

地

航

空

隊
設
備

費
だ

け

で

も
､

一

九
三

一

年
度
の

一

三

〇

万

円
か

ら
翌

年
に

は
一

､

二

〇

〇

万

円

と

な

り
､

一

九
三

四

年
度
以

降
は

約
三

､

0

0

0

万

円
に

も

膨
張
し

(

6
)

た
｡

軍
需
の

急

増
は

生

産
能
力

を

越
え

､

各

社
は

い

っ

せ

い

に

設

備
拡

張
を

始
め

た

(

以
下

､

図
1

-
4

を

参
照
の

こ

と
)

｡

三

菱
で

は
､

固
定

資
産
が

一

九
三

二

年
上

期
か

ら

二

年

間

に

一

･

六

倍
に

ふ

え
､

こ

の

資
金

調

達
の

た

め
一

九
三

二

年
十
二

月

に

臨
時
株
主

絵
会
で

払
込

資
本

金
の

倍
増
を

決
定
し

た

(

三

菱
合

資
引

受
)

が
､

こ

れ

で

も

十

分
で

は

な
か

っ

た
｡

他

方
､

作
業
資

産
も

受
注

が

生

産

能
力

を

越
え
た

た

め
一

年
で

三

倍
に

も

急
増

し
､

前
受
金

で

は

賄
い

き
れ

な

く

な
っ

た
｡

両

方

で

の

資
金

不

足
に

ょ

り
､

有
価
証

券
を

大

量
に

売

却
し

た

上
､

更
に

借
入

を

行
な
っ

て

い

る
｡

愛

知
は

､

三

菱
ほ

ど

で

は

な
い

が
､

や

は

り

固
定

資
産

･

作
業
資
産
と

も

増
加
し

､

そ

れ

に

と
も

な
い

借
金

も

急

増
し
て

資

本
金

を

も

越
え

た
｡

三

菱
と

同

程
度
の

受
注
の

あ
っ

た

中

島
も

､

一

九
三

一

年
十
二

月
に

太
田

本
工

場
の

建

設

を

始
め

､

組

織
を

株

(

7
)

式

会
社
に

あ

ら
た

め
､

持
株
会
社

富
士

合

名

を

設

立

し
た

｡

し
か

し
､

株
式
の

公

募
は

ほ

と

ん

ど

な
さ

れ

ず
､

八

五

%
ま

で

富
士

合

名
は

じ
め

中
島

表
の

所

有
に

あ
っ

た
｡

投
資
資
金
は

富
士

合
名

の

を

通
し

て

の

借
入
に

よ

っ

た

も
の

と

思

わ

れ

る
｡

利
益

率
は

､

.
各

社
と

も
一

九
三

二

年
か

ら

好
転
し

た
｡

ガ

ス

電
も

､

借
金

返

済
卜

償
却
を

優
先

し
､

一

九

三

四

年
下

期
か

ら

配

当
を

再

開
し

え

た
｡

三

菱
で

は
､

有
価
証
券
の

売

却

と

借
入

金
に

よ
っ

て

利
子

配

当

収

支
は

激
減
し

て

赤
字
と

な
っ

た

が
､

そ

れ

を

上

回
る

作
業
利
益

を

え

て

利
益

率

を

回

復
し
た

の

で

あ

る
｡

さ

て
､

か

か

る

利

益

率
の

上

昇
は

､

技
術

投

資
を

支
え

技
術
の

自
立

を

可

能
に

し

た
｡

軍
部

､

と

く
に

海
軍
は

､

軍
縮
条
約
の

唯

一

の

制

限

外

戦
力

で

あ

り

か

つ

条
約
破

棄
に

と

も

な

う

建
艦

力
の

差

を

補
う
主

要
戦

力

と

し
て

､

航
空

機
を

重

視

し
､

そ

の

設

計

技

術
の

自
立
を

急
い

だ
｡

一

九

三

二

年
か

ら
三

年
間
の

試
作
計
画

を

た
て

､

日

本

人

技
師
の

設
計

に

限
る

と
い

う
条

件
を
つ

け

て

競

争

試

作
を

行
っ

た
｡

そ

の

最
後
の

一

九
三

四

年
試

作
命
令
に

基
づ

く

三

菱
の

艦

戦
･

陸

攻

(

共
に

翌

年
試

作

完

成
)

と

川

西
の

飛

行

艇
(

一

九

三

六

年
試
作

完

成
)

は
､

当
時
の

世

界
水

準

を

凌
駕
す

る

も
の

と

な
っ

た

(

当

時
の

外

国
戦
闘

機
の

最
高
速
度
は

毎

時

約

四
一

〇
k m

で
､

九
六

艦

戦
は

毎

時

四

五

〇
血

｡

九

六

陸
攻
･

九

七

大

艇
の

航

続

距

離
は

三

千

-
四

千
血

で

あ

り
､

前
者
は

日

中

戦
争

で

済
州

島
か

ら

南
京
へ

の

渡
洋

爆
撃
を

行
っ

た
)

｡

こ

こ

で

設

計
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技
術
が

一

応
自
立

し
､

そ

の

後
の

日

本

製
航
空

機
の

基

本

型
が

定

(

8
)

ま
っ

た
｡

こ

の

自
立
と

同

時
に

､

海
軍

機
で

は

三

菱
を

頂
点

に
､

陸

軍

機

で

は

中
島
を

頂
点
に

各

社
ご

と
の

生

産

分

野
が

固
ま
っ

て

き

た
｡

三

菱
と

中

島
が

陸

海
軍
の

戦
闘
機

･

重

爆
撃
機

･

偵
察

機
を

､

川

崎
が

陸

軍
の

戦
闘

機
･

軽
爆
撃
機
を

､

川

西
が

海
軍

飛

行

艇
と

水

上

機
･

愛
知
が

海
軍
の

艦

上

爆
撃
機
と
水

上

機
を

､

そ

れ

ぞ

れ

主

に

生

産
し

た
｡

も
っ

と

も
､

独

占
五

社

問
の

生

産
分

野
は

若
干

流

動
的
で

あ
っ

た
｡

五

社

以

外

は
､

練
習

機
か

転
換
生

産
を

主
に

分

担
さ

せ

ら
れ

た
｡

ま

た
､

発
動

機
で

も
､

我

国
の

中
心

と

な
っ

た

空

冷
で

は
､

三

菱
と

中

島
が

設

計
･

生

産
で

圧

倒

的
シ

ェ

ア

を

掌

(

9
)

握

し
て

い

っ

た
｡

ガ

ス

電
は

､

こ

の

分

野
で

の

出
足
が

早
か

っ

た

に

も

か

か

わ

ら

ず
､

二

〇

年
代
の

研
究

投

資
不

足
か

ら

遂
に

練

習

機

用
小

型

発
動
機
以

上
に

は

進
出
し

え

な

か
っ

た
｡

そ

れ

ば

か

り

か
､

こ

の

時

期
に

よ

う

や

く

機
体

部

門
へ

進
出
し

た

が

独

自
の

設

計

技
術
を

開

発
し

き

れ

ず
､

か

え
っ

て

太

平

洋
戦

争
期
に

は

そ

の

技
師

を

海
軍

航
空

技
術

廠
と
三

菱
重
工

業
に

長

期
に

亘

り

強

制

出

(

1 0
)

張
さ

せ

ら
れ

て

し

ま
っ

た

の

で

あ

る
｡

日

本

人

技
師
の

設

計

棟
の

み

採
用
す
る

と

い

う

軍
の

方

針
と

設

計
技
術
の

自
立

と
は

､

財
閥
商
社
の

役
割
を

大

き

く

低
下
さ

せ

た
｡

と

く
に

､

三

井

物

産
の

中

島
支

配
の

鍵
で

あ
っ

た
､

多
く
の

外

国

航
空

機
メ

ー

カ

ー

と

の
一

手
販

売
･

代

理

店
契
約
を
バ

ッ

ク

と

す

る

製
作
権
の

斡
旋
の

意
義
が

低
ま
っ

た
｡

準
戦
時
期
に

入
り

成

長

産

業
の

最
右
翼
と

目

さ

れ

た

航
空

機
工

業
の

中

核

た

る

中

島
を

支

配

す
る

に

は
､

融
資
に

ょ

る

他
な

く
な
っ

て

き

た
｡

こ

れ

を

予

期

し
て

､

物

産
機
械
部
は

一

九
二

六

年
以

来
投
融
資
の

許
可

を

求

め

て

い

た
｡

よ

う
や

く
一

九
三

一

年
に

認

め

ら
れ

た

も
の

の
､

中
島

は

株
式

を
ほ

と

ん

ど

公

募
せ

ず
､

支

配

は

強
め

ら
れ

な

か
っ

た
｡

以

後
､

日

中

戦
争
期
に

中

島
ほ

三

井
か

ら

離

脱
し

､

三

井
ほ

戦
時

下
で

の

最
高
成

長

部
門
で

の

基
盤
を

失
な

う
こ

と

に

な
る

｡

一
方

､

三

菱
は

一

九
三

四

年
六

月
に

航
空

機
と

造

船

を

合

併

し
､

三

菱
重

工

業
を

設
立

し
た

｡

そ

の

理

由
は

､

不

況
耐
久

力

を

強
め

技
術

交

流
を

進
め

る

(

造

船

と

航
空

機
で

は

流
体
力

学
及

び

内

燃

(

1 1
)

機

関
等

､

共

通

す
る

技
術
面
が

多
い
)

た

め
､

と
さ

れ

て

い

る
｡

と
こ

ろ

で
､

こ

の

合

併
は

海
軍

航
空

本
部
と

艦

政

本

部
の

反

対
を

も

押
切
っ

て

な

さ

れ

て

お

り

軍
の

経

営
介
入

を

防
ぐ

意
味
も

あ

ろ

う
｡

更
に

､

同

年
九

月
の

抹
式

公

開
ほ

社

会
的

資
金

動

員
の

布

石

で

も

あ

る
｡

こ

こ

で

い

わ

ゆ
る

財
閥
転
向
を

一

般
的

に

論
ず
る

こ

と
ほ

で

き
な

い

が
､

少
な

く

と

旦
二

菱
の

場
合
は

､

軍

事
的
重

化

学
工

業
化

を

展
望

し
た

経
営
基

盤
の

強
化
の

面
が

濃
厚
で

あ

る
｡

飢
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の

時
期
ま
で

の

航
空

機
工

業
資
本

と

国
家
=

軍

部
と
の

関
係

は
､

そ

の

育
成

政

策
に

集
約
さ

れ

る
｡

即

ち
､

今
ま
で

見
て

き

た

よ

う
に

､

航
空

機
工

場
を

軍
指
定
工

場
と
し

､

こ

れ

に

対

し
一

定

の

発

注
を

確
保
し

て

生

産
を

維
持
さ

せ

つ

つ

技
術

蓄

積
を

促
進
さ

せ

た
｡

こ

の

た

め
､

発

注
に

際
し
て

は

当

初
よ

り

前
渡
金

制
度
が

適
用
さ

れ
､

ま
た

､

軍
も

独

白
の

研

究

施
設

を

持
ち

民

間

企

業
を

｢

指

導
+

し

た

の

で

あ

る
｡

し

か

し
､

日

中

戦

争
の

開

始
と
と

も

に
､

航

空

機
工

業
独

占
と

国
家
の

関
係
は

､

よ

り

広
汎
な

か

つ

直

接
的

な

も
の

へ

と

発
展

･

深
化

す
る

｡

次
に

､

そ

の

過

笹
を

見
る

こ

と
に

し
よ

う
｡

(

1
)

航
空

機
工

業
の

就

業

者

数
は

各

年
の

国
勢

調

査
に

よ

る

(

総

理

府

統

計

局

『

産

業

別

就

業
者
の

時

系
列
此

較
』

､

同

局
､

一

九

七

三

年
､

六

-
一

三

頁
)

｡

生

産
額
は

『

工

場
統

計

表
』

に

よ

る
｡

化

学
､

電
機

､

電

力
の

生

産

額
は

､

宇
野
弘

蕨
監

修

『

講
座

帝

国

主

義
の

研

究
』

第

六

巻
､

青
木

書
店

､

一

九

七
三

年
､

一

二

六

頁
｡

(

2
)

技

術
導

入

は
､

製

作
権
の

購
入

､

技
師

､

学
者
の

招

脾
､

サ

ン

プ

ル

の

購
入

な

ど

だ
が

､

製
作

権

購
入

が

中
心

で

あ

る
｡

ま

た
､

技

術
情

報

収

集

や

見

学
･

実

習
の

た

め
､

役

員
や

技

師

が

欧

米
の

会
社

に

派

遣

さ

れ

る

こ

と
も

多
か

っ

た
｡

製
作
権

導

入

競
争
の

例

と
し

て
｡

三

菱
と

立

川
が

イ

ギ

リ

ス

の

ハ

ン

ド
レ

ペ

ー

ジ

社
か

ら

自

動
ス

ロ

ッ

ト

翼
の

特

許
を

同

時

期
に

別
々

に

購
入

し
て

い

る
｡

三

菱
は

こ

れ

に

釣
五

〇

万
円

を

支

払
っ

た

が

紫

局

あ

ま

り

役

立

た

な

か

っ

た
｡

(

故

.■＼

術

導
入
の

エ

ピ

ソ

ー

ド

な

ど

に

つ

い

て

は
､

奥

宮

正

武
･

堀

越
二

郎

∽

『

零

戦
』

日

本

出

版
協
同

､

一

九

五
三

年
が

､

詳
し

い
｡

)

(

3
)

同

社
の

大

株
主
が

愛
知
銀

行
で

あ

り
､

そ

の

頭
取

の

渡
辺

義

郎

は

同

社

監
査

役
で

あ
る
｡

愛
知

銀

行
は

､

一

九

四

〇
年
の

末

伊

藤

銀

行
､

名

古

屋

銀

行

と

合

併

し
て

東
海

銀

行

と

な
っ

た
｡

(

愛
知
時

計

電
機

株

式

会

社
の

『

営

業

報

告

書
』

､

及

び

樋
口

弘

『

計

画

経

済

と

日

本

財
閥
』

味
燈

書

店
､

一

九

四
一

年
､

六

五

頁
｡

)

(

4
)

三

井
物

産
｢

第
五

回

機
械
部
打
合

会

議

事

録
+

上
､

一

九
ニ

ー

年
､

三

井
文

庫

蔵
､

(

物
産
二

〇

八
)

､

二

八

頁
｡

(

5
)

一

九
二

六

年
に

は

航
空

機
関

係
だ

け
で

次
の

様
な

も
の

が

あ

る
｡

ブ

リ

ス

ト

ル

(

英
)

航
空

用

発

動
機

､

ア

ン

リ
･

フ

ァ

ル

マ

ン

(

仏
)

飛
行

機
､

ロ

ー

レ

ー

ン

(

仏
)

航
空

用

発

動

機
､

ニ

ュ

ー

ポ

ー

ル

(

仏
)

飛

行

機
､

プ

レ

ゲ
ー

(

仏
)

飛

行

機

と

発
動

機
､

他
二

社
｡

(

三

井
物
産

｢

代

理

店
一

覧
+

一

九
二

六

年
､

三

井
文

庫
歳

､

(

物
産

三

七

〇
)

)

(

6
)

防
衛
庁

防

衛

研
修

所

戦

史

宝
､

前

掲

書
｡

付

表

第
五

｢

明

治
二

十
三

年
度
以

降

海

軍
予

算
科

目

別
一

覧
表
+

｡

(

7
)

三

菱
の

受

注

は
､

一

九
三

二

年
に

航
空

機
が

一

三

八
一

万

円
､

自

動
車

が

四

九
五

万

円

(

『

三

菱
社

誌
』

昭

和

八

年
六

月

八

日

｢

航

空

機

会

社

名

古

屋

及

東

京

製

作

所

拡

張

決
定
+

)

｡

中

島
の

同

年
の

受

注

も
､

三

井
物

産
の

売

約
が

航
空

機
で

約

二
二

〇

〇

万

円

あ
る

の

で
､

三

菱
と

同

程
度
と

推
定
さ

れ

る

(

三

井
物

産

｢

事

業
報
告
+

一

九
三

二

年
上

期
･

下

期
､

三

井
文

庫

蔵
､

(

物

産

六
一

五
)

)

｡

中

島
の

改

魁
に

つ

い

て

は
､

富
士

重
工

社

内

報
『

秀

峰
』

第
二

〇

九

号
､

一

九

二
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七

三

年
七

月
､

に

よ

る
｡

(

8
)

奥

宮
･

堀

越
､

前

掲

書
､

四

四

-
四

六

頁
｡

(

9
)

東

洋

経

済

新

報

社
､

前

掲

書
､

六

二
-

一

二

頁
｡

(

1 0
)

奥
宮

･

堀

越
､

前

掲

書
､

三

六

八

頁
｡

(

1 1
)

『

三

菱
重
工

業
株

式

会

社

史
』

､

一

九

五

六

年
､

六

六

-
六
八

頁
｡

二

戦
時
生

産
力

拡

充

と

国
家
へ

の

依
存
の

深
化

本

節
で

は
､

主

と

し
て

資
金

調

遵
の

面
か

ら

戦
時
統
制
下

で

の

航
空

機
工

業
独

占
の

国
家
へ

の

依
存
の

深
化
を

考
察
し

､

そ

の

方

向

で

の

こ

の

独

占
の

二

類
型
の

収

欽
の

過

程
を

明

ら
か

に

し

よ

う
｡

周

知
の

よ

う
に

日

中
戦
争
の

開

始
に

よ

り

日

本
経

済
は

戦
争
体

制
に

突
入

し

た
｡

こ

の

戦
争
は

長
期
化
し

て

魔
大

な

軍

事

的

消

耗

を

日

本
に

強
い

る

こ

と
に

な

り
､

陸
海
軍
の

航
空

機

購
入

予

算
も

急

増
し

た
｡

一

九
三

七

年
に

早

く

も

以

前
よ

り
一

桁
ふ

え
て

四
･

八

億
円

と
な

り
､

一

九

四
一

年
に

は

更
に

三
･

七

倍
に

も

な

り
一

七
･

八

億
円
に

ふ

え

た
｡

航
空

機
生

産
は

､

満
州

事
変
を

大
き

く

上

回

る

需
要
の

急

増
に

追
い

つ

か

ず
､

軍

は

イ

タ

リ

ア
.

ア

メ

リ

カ

か

ら

軍

用

機
を

輸
入

し
て

補
充
せ

ざ

る

を

え

な
い

ほ

ど

だ

っ

た
｡

他

方
､

対

ソ

戦
を

目

標
に

軍

需
品

生

産
体

制

を

確
立

し
ょ

う

と
い

う
｢

生

産
力

拡
充
計
画
+

も
､

興

銀
の

生

産

力

拡

充

資

金

融

通

(

以

下
､

生

拡

融
資
と

略
す
)

の

開
始
に

よ

り
､

事
実
上

開
戦
と

(

1
)

同

時
に

ス

タ

ー

ト

し

た
｡

こ

の

計

画
で

も
､

航
空

機
工

業
は

､

一

九

四
一

年
度
に

年
産

一

万

横
の

水

準
に

達
す
る

こ

と

を

目

標
に

､

(

2
)

最
重

点

産

業
の

一

つ

に

位
置
付

け

ら
れ

た
｡

か

く

し

て
､

航
空

機

工

業
の

生

産
力

拡

充
=

大

量
生

産
体

制
整
備
が

始
ま

る
｡

五

年
に

亘
る

日

中
戦
争
期
は

､

一

九
三

九

年
頃
を

境
に

前
後
二

期
に

区

分

し

う
る

｡

前
半
で

は
､

借
入

金

依
存

型
の

資
本
は

設

備

投

資
資
金
に

国
家

資
本
を

導
入

す
る

こ

と
に

ょ
っ

て
､

自
己

資
本

依
存
型
の

資
本
は

社

会
的
資
金

動

員
に

よ

り
､

き

わ

め
て

急

速
な

拡
張
が

実

現
さ

れ

た
｡

後
半
で

は
､

欧

米
か

ら
の

資
材
の

輸
入
が

困

難
と
な

り

拡

張
速
度
が

鈍
り

､

自
己

資
本

依
存
型
の

三

菱
も

国

家

資
本

を

積
極
的
に

導
入

す
る

よ

う
に

な
る

｡

ま

ず
前
半
で

ほ
､

屋

大
な

受
注

を

え

て

作
業
資
産
と

前

受
金
が

(

3
)

急

増
し

(

囲
1

･

2
)

､

早

く

も

受
注

未
消

化
の

累

積
が

始

ま
っ

た
｡

た

め

に
､

設
備
投

資
も

急
ピ

ッ

チ

で

な

さ

れ
､

例
え
ば

三

菱

で

は
､

一

九
三

七

年
か

ら
三

年
間
に

決
定

さ

れ

た

投

資
計

画

合
計

は
､

航
空

機
部

門
で

約
一

･

五

億
円

､

造

船
と

自
動
車
部

門
で

は

約
一

億
円
に

の

ぼ

る
｡

三

菱
は

､

伝
統
あ

る

造

船

部

門
か

ら

航

空

機
部
門
に

拡
大
の

重
点

を

移

し
て

い

っ

た
｡

こ

の

巨

額
の

投
資

を

賄
う
た

め
､

増
資
が

急

速
に

行
わ

れ

た

(

図
1
)

｡

だ

が
､

持

の



一 橋論叢 第七 十 七 巻 第 六 号 ( 7 6 )

珠
会

社
三

菱
社
で

も

あ
い

つ

ぐ

株
式
払

込
に

資
金

が

欠

乏

し
､

三

菱
重

工

業
は

株
の

公

募
を

進
め

る
一

方
､

ま

ず
一

九
三

七

年
下

期

に

は

支

払

手

形
で

二
､

0

0
0

万

円

余
の

借
入

を

行
い

､

翌

年
三

月
に

は

三
､

0

0
0

万

円
の

社

債
を

募

集

す
る

に

至
っ

た
｡

愛
知

も
､

一

九

三

七

年
下

期
に

｢

国

家

絵
動
員
ノ

国

策
二

副
フ

ベ

タ

エ

(

4
)

場
拡

張
計
画

ヲ

樹
テ

生

産
設

備
二

高
速
漏
ナ

キ

ヲ

斯
ス

+

と
し

て
､

三

菱
同

様
き

わ

め
て

急

速
に

固
定

資
産

を

ふ

や

し
て

い

っ

た

(

図

2
)

｡

ガ

ス

電
は

､

一

九
三

七

年
に

自
動
車
工

場
と

発

動

機

部

品

工

場
と

を

別

会
社
に

し

て

い

る

た

め

固
定

資
産
が

急

減
し

た

が
､

や

は

り

急

速
な

増
加
傾
向

を

示

し

て

い

る

(

図
3
)

｡

愛

知
､

中

島
､

ガ

ス

電
は

､

そ

の

投
資
資
金

を

興

銀
の

生

拡

融
資
に

大
き

く

依
存
し
た

｡

一

九

三

九

年
迄
に

､

愛
知
は

愛

知

銀
行
か

ら
の

と

あ

わ

せ

て

六
､

五

〇

〇

万

円
､

中
島
ほ

一

億
七

､

四
五

〇

万

円
､

ガ

ス

電
は

一

､

0

0

0

万

円
の

融
資
承

認
を

え

て

い

る
｡

中
島
は

興

銀
の

最
初
の

生

拡

融
資
を

受
け

､

以

後
興

銀
の

主

要

な

融
資
対

象
と
な
っ

た
｡

興

銀

と
い

う

国

家

資
本
と
の

緊
密
な

関

係

を
え

て
､

中

島
は

三

井
物
産
か

ら

離
れ

る

こ

と
が

で

き
た

｡

一

九
三

七

年
に

は

陸
軍
関

係
の

､

一

九

三

九

年
に

は

海
軍

関

係
の

一

手

販
売

契
約
を

解
消

し
た

の

で

あ

る
｡

最
重

点

産
業
た

る

航
空

機

工

業
に

は

資
材
ほ

優
先

配

分
さ

れ
､

経

済
統
制
に

よ
っ

て

中

島
は

資
材
と

資
金
の

入

手
ル

ー

ト

を

確
保
し

た
｡

こ

の

た

め
､

物
産
と

指
β
U

の

結
合
の

意

義
が

著
し

く

低

下

し

た
の

で

あ

る
｡

物
産
は

､

こ

の

部
門

で

の

最
大
の

拠
点

を

失
い

､

昭

和
飛

行
機
を

設
立

し

て
一

応

足
場
は

確
保
し

た

も
の

の
､

既
に

独

占
体

制
が

確
立

し
､

急

速
な

拡

大

を

遂

げ
つ

つ

あ

る

こ

の

分

野
で

ほ
､

三

井
の

資
金
力

を

も
っ

て

し
て

も

伸
び

る

余
地

は

最
早

限

ら
れ

た

も
の

で

し

か

な
か

っ

た
｡

一

九

三

九

年
か

ら

翌

年
に

か

け
て

国
際

環
境
が

大

き

く

変
わ

り
､

大

戦
が

始
ま
っ

た
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

､

そ

し

て

国

交
が

悪

化
し

た

ア

メ

リ

カ

か

ら
の

重

要
物
資
輸
入

が

困

難
と

な
っ

て

い

っ

た
｡

ま

た
､

イ

ン

フ

レ

の

激
化

､

労
働
力
の

不

足
か

ら
も

､

生

産
力

拡

充
は

難

し

く
な

っ

て

い

っ

た
｡

経

営
面
か

ら

も
､

こ

れ

以

上
の

拡

張
は

､

非
戦
時

に

ほ

大

き

な

過

剰
設
備

を

生

じ

る

恐
れ

を

増
す

｡

他

方
､

中

国
戦

線
で

は

魔

大
な

軍
事
消

耗
が

続
き

､

し
か

も

停
戦
の

見

通

し
は

暗
か
っ

た
｡

か

く
て

､

軍

部
は

一

九

三

八

-
九

年
か

ら

生

産

力

拡

充

命
令
を

出
し

､

資
金

は

興

銀
に

融
資
さ

せ

る

(

命
令
融
資
)

こ

と

と

し

た
｡

一

九

四
一

年
ま

で

の

命
令

融
資
に

よ

り
､

中

島
は

四

億
五

〇

〇

万

円
､

愛
知
ほ

五
､

六

〇

〇
万

円
､

日

立

は
一

億
五

､

0

0

0

万

円
の

融
資
を

受
け

た
｡

ま
た

､

三

菱
も

ー

九
三

九

年
か

ら

興

銀
の

生

拡

融
資
を

受
け
る

に

至
っ

た

(

一

九

四
一

年
ま
で

､

丁
四

億
円
)

｡

こ

れ

ら
の

措

置
で

､

日

立

を

除
く

各
社

は

固

定
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資
産
の

増
加
を

続
け

る

こ

と

が

で

き

た

(

図
1

1
3
)

｡

更
に

､

一

九
四

一

年
に

は
､

国

家

が

エ

場
を

建
設

･

所

有
し

､

経

営
の

み

を

民

間
企

業
が

担

う
と
い

う
｢

官
設

民

営
+

制

度
が

つ

く

ら

れ
､

(

5
)

三

菱
が

最
初
に

そ

れ

を

利
用

し

た
｡

受
注
の

激
増
に

対
し

､

各

社
ほ

設

備
拡

張
だ

け
で

な
く

､

下

請

利
用

を

拡
大
し

て

生

産
能
力
の

不

足

を

補
い

､

か

つ

危
険
の

分

散

を

図
っ

た
｡

そ

の

た

め
､

三

菱
は

一

九
三

八

年
下

期
に

二

四

〇

〇

万

円
の

前

払

金

を
､

愛
知
は

同

年
上

期
に

約
一

〇

〇

万

円
の

前
渡

金

を
､

新
勘
定

科

目

と

し
て

分

離
計
上

し

て

い

る
｡

他

方
､

各
社

の

有
価
証

券
の

増
加
は

､

部
品

･

素
材
の

専
門

会
社

等
へ

の

投
資

の

増
大

を

反

映

し
て

い

る
｡

と
こ

ろ
で

､

航
空

機
工

業
は

､

高
度

の

工

作
技
術

を

要
す
る

部
門
で

あ

り
､

発
注
元

ほ

下

請
の

技
循
指

導
や

生

産
設

備

改

善
を

せ

ざ
る

を

え

ず
､

従
っ

て
､

下

請
制
ほ

一

定
の

株
式
取

得
や

役
員

･

技
師
の

流

通
等
を

含
む

関

係
､

即

ち

系

列
化
へ

と

進

展
す
る

｡

し
か

も
､

下

請
の

外

注

加
工

部
門

や

部
品

工

業
な

ど
の

関

連
部
門
は

､

従

来
未
整

備
で

あ

り
､

そ

の

創
出
が

量
産
体

制
整

備
の

条
件
で

あ
っ

た
｡

こ

う

し
て

､

こ

の

時

期
､

航

空

機
工

業
独

占
は

競
っ

て

下

請
を

含
む

関

連
部

門
の

系
列

支

配
に

の

り

だ

し
た

の

で

あ
る

｡

特
に

､

計

器
･

脚
部

･

発
動
機
部

品
な

ど

重

要
パ

ー

ツ

に

つ

い

て

は
､

専
門

会
社
が

出
は

じ

め
､

そ

れ

自

ノ

ブ

ト

ノ

′

･～

{

･

人

1

■

∫

ヰ
一ン

身
が

独

占
化
し

っ

つ

航
空

機
工

業
独

占
の

影
響
下

に

置
か

れ

て

い

(

6
)

っ

た
｡

下

請
･

系
列
へ

の

出
資
も

加

わ
っ

て

｢

運

転

資
金
+

で

も

不

足

が

著
し

く

な

り
､

国

家

資
本
へ

の

依

存
が

現
れ

た
｡

各

社
と

も

作

業

資
産
に

比
べ

前
受
金
が

か

な

り

少

な
い

(

図
1

-
3
)

が
､

と

く
に

一

九
三

八

年
下

期
以

後
は

三

菱
で

も

不

足
が

大
き

い
｡

未

消

化

受
注
が

増
大

し
､

か

つ

イ

ン

フ

レ

対

策
と

し
て

政

府
前
渡
金
の

運
用
が

厳
希
化
さ

れ

た

た

め

で

あ

ろ

う
｡

そ

れ

に
､

下

請
･

系
列

へ

の

出

資
も

加

わ

り
､

｢

運

転

資
金
+

面
で

も

各
社

は

借
入

金
･

手

形
に

よ
っ

て

不

足

資
金
を

補
わ

ね

ば

な

ら

な

く

な
っ

た
｡

一

九

四
一

年
に

､

興

銀
の

命
令
融
資
に

よ
っ

て
､

川

西

と

愛
知
が

｢

運

転
資
金
+

の

融
通

を

受
け
て

い

る
｡

か

く

て
､

設
備

投

資
と

｢

運

転

資
金
+

の

両

面
で

借
金

依

存
が

深
ま

り
､

航
空

機
工

業
独

占
の

自
己

資
本
比

率
は

明

ら
か

に

低

下

し
て

い

っ

た
｡

利
益

率

(

図
4
)

は
､

借

金
の

増
加
に

よ

り

利
払

負
担
が

ふ

え

た

の

に

対

し
､

設

備
拡
張
が

急
に

は

進
ま

ず
､

全
体

と

し

て

日

中

戦
争
期
を

通

じ
て

低
下

し
て

い

る
｡

た

だ
､

三

遷
が

前
半
で

利
子

配

当

所
得
の

比

重

低
下
に

も

か

か

わ

ら

ず
利
益

率
を

､

高
め

て

い

る

の

ほ
､

設

備

拡

張
が

順
調
で

あ
っ

た

た

め

で

あ

ろ

う
｡

以

上
の

よ

う
に

､

日

中
戦
争
期
に

お

い

て
､

航
空

機
工

業
資
本

の
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は
､

軍
需
の

急
増
を

う
け

､

一

方
で

国

家

資
本
を

導
入

し
て

急
速

な

設
備
拡

張

を

実
現

す
る

と

と
も

に
､

他
方

で

下

請
･

系
列

化

等

に

よ

り

関
連
部
門

を

創
出
･

支

配
し

て

い

っ

た
｡

資
金

力
の

強
固

な
三

菱
ま

で

も
､

一

九
三

九

年
ま

で

に

は

そ

の

限

界
を

露
呈

し
､

株
式
公

募
に

よ

り

社

会
的

資
金

動

員
を

行

う

と
と

も

に

大

規
模
に

国
家

資
本
を

利
用
す

る

に

至
っ

た
｡

こ

こ

に
､

航
空

機
工

業
独

占

と

国
家
と
の

関

係
が

一

段
階
深
化

す
る

と

同

時
に

､

三

菱
と

愛
知

に

代

表
さ

せ

た

二

類
型
が

国
家

資
本

依
存
の

方

向
で

解
消
し

て

い

っ

た

の

で

あ

る
｡

そ

し

て
､

国
家
の

テ
コ

入
れ

に

よ

っ

て

当

部
門

ほ

急

速
に

膨
張
し

､

一

九

四

〇

年
に

は
､

十

年
前
に

比
べ

て

就

業

者
数
で

二

七
･

五

倍
の

二

七

二
二

万

人

と

な

り
､

重

工

業

中
に

七
･

二

六

%

を

占
め

る

に

至
っ

た
｡

ヽ

ヽ

ヽ

し
か

し
､

戦
時
需

要
は

あ

く
ま

で

非

常
時

需

要
で

あ

り
､

資
金

､

資
材
の

手

当

と

命
令
に

よ
っ

て

も
､

航
空

機
工

業
資
本
は

設
備
拡

張
に

躊
躇
し
ほ

じ

め

た
｡

こ

こ

に
､

｢

官
設

民

営
+

エ

湯
が

つ

く

ら
れ

る
｡

す

な

わ

ち
､

軍
管
理

下
に

あ

る

と
ほ

い

え
､

独

占

資
本

専
用
の

エ

場
を

国
家
が

建
設
し

貸
与

す
る

の

で

あ

る
｡

文

字

通
り

､

国
家
は

独

占
に

よ

っ

て

独

占
の

｢

生

産
部
面
の

内

部
に

ま

で

引

き

(

7
)

ず
り

こ

ま
れ

る
+

に

至
っ

た
の

で

あ

る
｡

(

1
)

『

日

本

興
業

銀

行

五

十

年
史
』

一

九
五

七

年
､

四

五

二

-
五

三

頁
｡

(

2
)

こ

こ

で

は
､

石

原

莞
爾
陸

軍
大

佐

の

有
名

な

宮

崎

横
関
が

作

成

し

た

｢

日

清
産

業
五

ケ

年
計
画
+

を

参
考

に

し
て

陸

軍
省
で

作
成

決

定

し

た

｢

塵

要

産

業
五

ケ

年
計

画

要

綱
+

及
び

｢

軍

需

品

製
造

工

業

五

年
計

画

要
綱
+

の

目

棟

数

字
を

掲

げ

た

(

防

衛

庁

防

衛

研
修

所
戦

史
室

『

陸

軍
軍

需
動
員
』

､

(

1
)

､

朝
雲

新

聞

社
､

一

九

六

七

年
､

五

六

四

1
九

八

頁
)

｡

(

3
)

三

菱
重
工

業
の

年

間
生

産

数
対

受
注

数
の

此

ほ

左

記
の

と
お

り

(

東
洋

経

済

新

報

社
､

前
掲

香
､

六
一

五

頁
)

｡

β7 β

年

次

一

九
三

七

年

一

九
四

〇

年

一

九

四

二

年

機

体

発

動

機

〇
･

七

七

一

･

〇
二

〇
･

六

六

〇
･

七
七

〇
･

六

九

〇
･

六
八

(

4
)

愛
知
時

計

電

横
株
式

会

社

『

第

七

拾
九

期

営

業

彗
口

香
』

商
況

よ
h

ソ
0

(

5
)

三

菱
は

､

一

九

四

〇

1
四

一

年
に

､

航
空

機
部

門
に

二

億
二

六

二

六

万
円

､

造

船
部
門
に

四

四

〇

〇

万
円

の

投
資
を

決
定

し

た
｡

そ

の

う

ち
一

九

四
一

年
度
の

航
空

機
工

場

分
は

一

億
八

八
三

五

万

円

だ

が
､

こ

の

う

ち

八

七
五

三

万
円

分
を

官
設

に

よ
っ

た
｡

｢

官
設

民

営
+

を

と

り

入

れ

た

の

は
､

｢

将
来

ノ

経
営
二

禍
根
ヲ

残

サ

ゲ

ル

様

深

甚

ノ

注

意
ヲ

払
ヒ

､

兵
器

等
製

造

事

業

特

別

助

成

法
､

産
業
設
備

営

甲

戦

時

金

融
金

庫

等
ヲ

十

分
二

利

用
ス

ル

ニ

努
メ

固
定

資
産
ノ

増

加
ヲ

極
力

避
ケ
+

(

『

三

菱
社

誌
』

昭

和
ニ
ー

年
二

月

二

六

日

｢

重
工

業

会

社

第
五

十

七

期

事

業
概

況

其

他

報

告
+

)

た

た

め

で

あ
っ

た
｡

｢

官

設



一

､

ー

,

ヤ
ー

ノ

)
▼

メ
〆

ニノ

人_

民

営
+

ほ
､

右

文

中
の

助

成

法

(

一

九

四
二

年
)

に

規
定
が

あ
り

､

産
業
設

備

営

団

(

一

九
四

二

年
)

が

実

行

に

あ

た
る

も
の

で

あ
っ

た
｡

三

菱
は

､

法

律
成

立

前
に

利

用
し

て

い

た

の

で

あ

る
｡

な
お

､

国

有

工

場
の

利

用
は

､

ア

メ

ヮ

カ

で

も
一

般
的

で

あ

る

(

Ⅴ

･

パ

ー

ロ

､

清

水

嘉
治

･

太

田

譲
訳

､

『

軍

国

主

義
と

産
業
』

新

評

論
､

一

九

六

七

年
)

｡

(

6
)

専
門
パ

ー

ツ

メ

ー

カ

ー

の

生

産
シ

ェ

ア

は

左

記
の

と

お

り
(

-
･

B
･

コ

ー

エ

ン
､

大
内

兵
衛
訳

､

『

戦
時

戦
後
の

日

本

経

済
』

上
､

岩
波
書

店
､

一

九

五

〇

年
､

三

二
一

頁
)

｡

三

井
物
産

住

友

金

属

中
島
飛

行

機

古
河

電
エ

一

三
､

九

〇
〇

一

〇
､

0

0
〇

八
､

0

0

〇

五
､

0

0

0

愛
知
時

計

電

機

二
､

0

0

0

横

浜
火

災

二
､

0

0

0

合

計

一

八
五

､

四

八

〇

絵
株

数

二

〇

〇
､

0

0

0

部

品

名

社

数

( 7 9 ) 戦前期 日 本航 空機 工 業資本 の 蓄 積過 程

発
電
機

ジ

ャ

イ
ロ

､

コ

ン

パ

ス

ペ

ア

ワ

ン

ダ

着
陸
ギ

ア

ー

二一二

生

産
シ

ェ

ア

五

九

%

八

六

%

八

三

%

二

六

八

%

ス

タ

ー

タ

ー

タ

イ
ヤ

車
輪

こ

の

う

ち
､

二

九

〇

%

二

七

五

%

二

七

五

%

着
陸
ギ

ア

の

メ

ー

カ

ー

で

あ
る

萱

場
製
作
所
の

大

枚
主

は

次
の

と

お

り

(

『

東
洋

寮
済
新
報
』

､

同

社
､

一

九
四

三

年
三

月
一

三

日

号
､

二

七

頁
)

｡

株

主

株

数

東

北

興

業

萱

場
四

郎

大

同

製
鋼

九

九
､

八

〇

〇

一

七
､

五

八

〇

一

六
､

0

0

0

扶
主

立

川

飛

行

横

川

崎
航
空

機

関

東
製

鋼

株

数

四
､

二

〇

〇

四
､

0

0

〇

三
､

0

0

0

専
門
部

晶

会

社
に

ほ
､

こ

の

よ

う
な

独

占
の

共

同

支

配

下
に

あ
る

よ

う

な

も

の

が

多
い

｡

(

7
)

｢

収

奪
と

横

領
に

帰

結
す
る

資
本

の

運

動
法

則
の

変
形

が

国

家

の

生

産
部

面
の

内

部
へ

の

引
き

ず
り

こ

み

に

よ
っ

て

行

わ

れ

る
+

こ

と

を

国

独

資
の

メ

ル

ク

マ

ー

ル

と

し

た

の

は
､

井
上

･

宇
佐

美
両

氏

(

『

危
機
に

お

け

る

日

本

資
本

主

義
の

構
造
』

､

岩
波

書
店

､

一

九
五

一

年
､

六

二

頁
)

だ

が
､

そ
の

内

容
ほ

国

家
の

経

済
統
制
全

般

で

あ
る

｡

そ

れ

に

対

し
､

こ

こ

で

は
､

国

家
が

労
働
手

段
=

生

産
資
本

形
態
の

資
本
ま

で

代

位

し

た
こ

と

を

意
味

し
て

い

る
｡

こ

れ

は
､

ア

メ

リ

カ

の

例
も

あ
る

よ

う
に

､

国

独

資
の

重

要
な

変
煮
で

は

あ

る

が
一

部

に

す
ぎ

ず
､

国
独

資
の

メ

ル

ク

マ

ー

ル

に

は

す

ぐ
に

ほ

な

ら

な
い

｡

小

括
と

展
望

以

上
､

第
一

次

大

戦
後
か

ら

日

中

戦
争
期
ま

で

の

航
空

機
工

業

資
本
の

蓄
積

過

程
の

検
討
か

ら
､

次
の

点
が

明

ら
か

に

な
っ

た
｡

川
､

日

本

航
空

機
工

業
は

､

第
一

次

大

戦
後
の

日

本

資
本

主

義
の

危
機
の

中
で

総
力

戦
体

制
構

築

と
い

う
｢

政

治

的
必

要
+

(

エ

ン

一7

ゲ
ル

ス
)

か

ら

発
足

し
､

発
展
さ

せ

ら

れ

た

た

め
､

初
発
か

ら
､

肝



一 橋 論叢 第七 十七 巻 第 六 号 ( 8 0 )

国
家

と

く
に

軍
と
の

結
合
が

市

瘍
の

確

保
と

技
術
蓄
積
の

援
助

と

い

う

形
で

存
在
し
て

い

た

こ

と
｡

そ

し
て

､

戦

時
体

制
へ

の

移
行

と

と

も
に

､

資
本
は

そ

の

循
環
運

動
の

中
に

国

家
を

よ

り

深
く

と

り

こ

み
､

ま

ず
設

備
投

資
資
金
の

､

次
に

｢

運

動

資
金
+

の
､

最

後
に

国

有
工

場
の

借
用
に

ま
で

､

癒
着
を

深
め

た

こ

と
｡

仏
､

航
空

機
工

業
独

占
は

技
術

独

占
と
い

う

性
格
を

持
ち

､

そ

れ

は

二

〇

年
代

後
半

=

競
争
期
で

の

技
術

導
入

を

中

心

と

す
る

技
術

蓄

積
に

よ
っ

て

獲
得
さ

れ

た

こ

と
｡

そ

し

て
､

技
術

導
入

で

ほ

財

閥
総
合
商
社
の

役
割
が

大
き

か
っ

た

こ

と
｡

戦
時
期
に

は
､

下

請
･

系
列
化

な
ど

に

よ

り

関

連
部
門
を

創
出

･

支

配

し
て

ゆ
く
こ

と
｡

㈲
､

航
空

機
工

業
独

占
に

は
､

資
金

調

達
面
か

ら

見
て

､

自
己

資

本
依
存

型
と

借
入

金

依

存

型
の

二

類
型
が

あ
っ

た

が
､

戦
時

急

拡

期
に

､

国
家

資
本

依
存
の

方

向
で

類
型
が

解
消
し

て

ゆ

く
こ

と
｡

太

平

洋
戦
争
期
に

つ

い

て

は

や

む

を
え

ず
省
略
し

た

が
､

簡
単

に

ふ

れ

て

お

こ

う
｡

■
開

戦
直

後
に

は

大
き

な

変
化
ほ

な
い

が
､

ガ

島
戦
以

後
､

航

空

業
工

業
と

造
船

業
が

超
重

点

産

業
と

さ

れ
､

大

規
模
な

国

有

民

営
工

場
の

建

設

が

進
め

ら
れ

る

と

と

も

に
､

｢

協

力
エ

場
+

整

備
に

よ

る

下

請
･

系
列

化
の

補
強

､

徴

用
に

よ

る

労

働
者
の

動
員
強
化

､

軍

需

融

資
指
定

金

融
機

関

別
に

よ

る

特

殊
銀

行
､

都
市
銀

行
と
の

結
合

強

化

な

ど
の

措
置
が

と

ら
れ

､

膨
張
ほ

′

-
′

.

L

ま

す

ま

す

促
進
さ

れ

た
｡

一

九

四

四

年
に

は

就
業
者

数
は

約
一

九

椚

九

万

人

と
な

り
､

重

工

業
中
の

三

三

%

を

占
め

る
｡

こ

の

過

程
で

自
己

資
本
比

率
は

激
減

し
､

敗
戦
の

年
に

は

三

菱
で

す

ら
二

〇

%

を

割
り

､

中
島
で

は

二

%

程

度
に

な
っ

て

し

ま
っ

た
｡

更
に

､

同

年
､

三

菱
以

外
の

中
島

･

川

西

な
ど

は

続
々

と

軍
需
工

廠
に

さ

れ
､

こ

こ

に
､

国
家

と

資
本
の

関

係
の

差

異
が

新

た

に

見

出
さ

れ

る
｡

最

後
に

､

航
空

機
工

業
の

発

展
過

寒
が

暗

示

す
る

二

つ

の

点
を

記

し
て

本

稿

を

終
え

る
｡

一

つ

は
､

い

わ

ゆ
る

総
合

財

閥
の

こ

の

部

門
へ

の

関
わ

り

方
で

あ

る
｡

造

船
業
を

一

つ

の

基

盤
と

す
る

三

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

菱
は

直

接
に

､

商
業
部
門

が
一

つ

の

核
で

あ

る

三

井
は

間
接
に

､

冶
金

業
を

拠
点

と

す

る

住

友

ほ

素
材

部

門
か

ら
､

航

空

機
工

業
に

関
わ
っ

た

が
､

こ

れ

は

日

本

型

金

融
資
本
の

第
一

次

大

戦
以

後
の

重

化
学

工

業
化
へ

の
一

種
の

｢

分

業
的
参
入
+

を

示

し
て

ほ

い

な

い

だ

ろ

う

か
｡

も

う
一

つ
｡

日

本
航
空
機
工

業
は

､

二

〇

年
代
に

､

欧

米
と

対

抗
す
る

こ

と
を

目

標
と

し
つ

つ
､

逆
に

欧

米
に

依
存
す

る

こ

と

で

技
術
蓄
積
を

行
っ

た

が
､

こ

の

矛

盾
は

総
力

戦
体
制
構

築
の

要
請
で

統
一

さ

れ

て

い

る
｡

こ

の

関

係
は

､

二

〇

年
代
の

日

本
の

｢

国
際
協
調
+

の

経

済
的

･

政

治

的

根
拠
と

本
質
の

一

端
を

示
し

て

い

る

の

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

｡

(

一

橋

大

学
大

学

院

博

士

課

程
)



( 8 1 ) 戦前期日 本 航空機 工 業資本 の 事故過笹

百万円 匡‖ 三 菱 内燃積(19 2 0 - 1 9 28)
,
嵐空機(19 2 8 - 1 93 4) ,

重工 業(19 3 ト )主要 勘定動 向
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注 1 . 各期 営業報告書より作成｡

2 . 固定資産は , 土地 ･ 建物 ･ 親機
･

設備
･

付器億品, 製作権 ･ 起業賛を含む ｡
- で示す9

3 .

4 .

5 .

6 .

7 .

8 .

産資定
山

国

作業資産は
,
製品 ･ 半製品 ･ 尉オ科 ･ 貯蔵品を含む ｡

･ -- ･ で示す ｡

借入金は , 膚入金
･ 支払 手形 ･ 社債 ･ 年賦金

･

銀行倍速 を含む
｡

積立 金は
, 法定積立 ･ 別途積立 ･ 技術研 究基金 ･ 楓害基金

工兵幸福増進基金
,

退職慰労基金を含む
｡

-

有価証券は ,

- ･ ･ で示 す｡

払込資本金は ,

- で示 す
｡

こ の 注は , 1 - 3 にも共通で ある
｡

資産( 造船)

r ＼

払 込 資本金( 造船)

基金 ･ 積 立金

( 造船)

務
し

債
＼

前受金( 作業収入

未決 算

′
/

.

●

-
■

●

-

-
●

′
一
●

固定
資産

払込 資本金

基 金 ･ 槍立 金

r l
l

｢ヤ
､

･ ､

･･ ､ぎ借入金

J t

l｢
借入金

で示す｡

.
･ 設備拡張留保 ･

償却積立
｡

で示 す
｡

作業資産

へ
前受金

閣走資産

払込資本金

基 金 ･ 積立金

l l

=
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一

橋論叢 第 七 十 七 巷 第六 号 ( 8 2 )

全 社
一 覧

発 動 機 生 産

備 考気 筒 数
( 1 9 2 6 - 19 4 5)

12 気 筒以上 の

発動機 生産比

76 1 千綺 43 . 5 % 9 7 . 1 % 19 34 年三 菱坑空域と三 菱造船が 合併｡ 陸 海軍拍定｡

6 10 34 . 8 8 8
.
5

191 8 年川西 と共に 日本飛行機 (合資) を設立
｡

,

19 年川西 と分裂｡
'

31 年株式 会社と なる ｡ 陸海軍指定 ｡

196 11 . 2 6 9
.
2

1 9 3 7 年11 月川崎造船所より分艶
｡

陸軍指定 ｡ ダイム ラ
ー ベ ン ツ の

水 冷 エ ン ジ ン を生産 ｡

34 1
.
9 6 5 . 3

1 943 年2 月愛知時計電機より分社 ｡
海軍指定｡ 川崎同様 D . B 00 1

を生産｡

1 92 0 年川西機械 設立 ｡ 19 2 8 年航空機恋が分散独 立
, 海軍指定と な

る
｡

107 6 . 1 13 . 3
193 9 年 5 月東京ガス 電 工 が日立製作所に吸収 され

,
その 飛行磯部

門が分離独立 ｡ 陸 海軍指定
｡

石川島飛行機 ( 渋沢系) が19 36 年7 月大倉系となり名聴変更 ｡ 陸
軍籍 定｡ 中島設計機の 転換生産が 多い

｡

1930 年 渡辺鉄工所 が航空部 設立
｡

,

43 年 兵器部を分 離し名森変更｡

住友 が資本参加 ｡ 海軍指定 ｡

1934 年設立 ｡ 海軍退 役高級将校が三井 ･ 住友 ･ 安田 ･ 渋沢 ･ 古河
の 出資で経営 ｡

1 93 7年海軍畿生 産
｡

193 8年 日電興糞が東 京飛行機研 究所を設立
｡

,

42 年日本航空兵器 を
合併 ｡ 海 軍管理 ｡

4 1 2 .3 10 0 , 0
1936 年石 川島造船所が航空発動 幾を生産開始｡

,

41 年分散 , 海軍冶
定｡

19 37 年 ダグラス D C 3 の 生産 の ため設立
｡ 中島と愛知 の 技術指導

をう ける
｡

三井系 ｡ 海軍指 定
｡

2 0
.
1

1937 年 叶西め役見 ･ 技師 が日本坑 空工業を設 軋
･39 年鐘紡が国際

工業 を設立
｡

'
41 年合併 ｡ 陸軍指 定 ｡

194 2 年昭和飛行機の平壌 工場 (部 品) を譲受 ｡

19 32 年渡辺 鉄 工が陸 軍機修理 工場と して設 立 ｡

'

37 年分 艶 ｡

,

43 年よ
り機体生産 ｡

陸軍用木製練習機を生産
｡

1
,
751 100 .0 ＼

ト 明)

′ト石 川 で試作 開始 ｡
1 9 19 年尻空部 ,

,

2 4 年航空 本部設置 ｡

,

25 年 技術
部 と補給部 設立

｡

横須賀 ･ 呉 (広) で試作開始 ｡
192 7年 航空本部独 立 ｡

,

32 年横須賀
に航 空厳設立 ｡

政 審店
, 奥宮正式 ･ 堀越 二廊 r 零戟一日本海 軍航 空小 史+ 日本 出版協 同

品 の 試作 ･ 生 産に 入 っ た年を掲 げた
｡

現生度数は r 昭和産業史J ( p .6 14)‾によ る
｡

西は特に大 型の 四発飛行艇の 生産 が大部分 で ある ｡

計 軋 19 26 年 から敗戦 までの 各社 の 生産累計に対する各々の 同期間の 生産累 計の 比率である ｡ 発動 軌ま12 気

β∂0



( 8 3 ) 戦前期 日 本航 空機 工 業資 本 の 蓄積過 鍵

ゲb
= r ニ

畏立 ･ 参入年 次 機 体 生 産

幾休 部門 発動蔑部門
台 数 (1 926- 19 45) ( 19 26 - 19 45)

( 19 41- 1945) 大型橡生産此 練習桟 生産比

三 乗 重 工 薫■ 1921 1916 12
,
513 台 17 . 9 % 34 .

4 % 1 . 2 %

中 島 飛 行 親 1917 1926 19 ,
561 2 8 . 0 10 .8 0 . 1

川 崎 航 空 蔑 1919 1919 8
.243 1 1 . 8 2 .6 2 .▼7

愛 知 航 空 境 1920 1927 3 ,
627 5 . 2 0 .5 5 . 4

川 西 航 空 最 1920 1
,
994 2 . 9 11 .6 6 .6

日 立 航 空 機 1932 1920 1
,
78 3 2 , 6 84 .3

立 川 飛 行 機 192 5 6
,
糾 5 9 . 5 4 .1 55 .4

九 州 飛 行 機 1 930 2 ,62 0 3 , 7 4 .0 57 .5

日 本 飛 行 機 1 935 2
,
舶 2 4 .1 0 .5 95 .7

富 士 飛 行 機 1 936 8 71 1 .2 100 .0

石 川 島航 空 工業 1936

昭 和 飛 行 最 1 937 6 16 0 .9 67 .3

日本国際航 空 工業 1g38 1942 2
,
196 3 .1 4 . 5

(不明)

95 .5

不明)

三 井 鉱 山
1942 17 0 .0

太 刀 洗 坑 空 機 1943 1 ,
220 1 .7

東 京 飛 行 幾 ･(不明) 258 0 .4

松 下 航 空 機 (不 明) 4 0 .0

民 間 会 社 計 6 7
,
1 8 4 96 . 1

陸 軍 航 空 厳 1914 19 10 1 , 700 ' ･ 2 . 4

‡不明) ‡不明)
海 軍 航 空 巌･ 1 915 18 15 1 ,

004 1 . 4

軍 航 空 廠 計 2
,
704 3 . 9

稔 計 69
,
8 各8 10 0 . 0

資料 : 東洋 臣済薪報 社 r 昭和産業史 J 第
一

巷 ,
J .B . コーへ ン(大内兵衛 訳)

r
戦 時戟後 の 日本経済 J 上 巻 , 岩

註

β∂ヱ

†

ト

'

,

小

一

一■

-

止
∵

事J
′

f
`

さ･

一′
′

L

週刊
r 東洋経 済新報血 週刊

r ダイ ヤ モ ン ドJ ( 19 42 年 か ら敗戦 まで の号)
表 出企業 は機休 ある い は発動機の 完成 品を生産して い る もの の み

｡ 名著; は1943 年頃 の もの
｡ ▲ヽ

設立 ･ 参 入年次 は r 昭和産業史J (p .伽 シー00 6) 及 び r 零戦 J ( p .別 8- 3 さ8) による ｡ 庶則と して完成

機 体生産 台数は , J . B .
コーへ ン ( p .318) 第29 表 ( 屁表は軍需省坑空兵 器 鑑局の もの) に よる ｡ 発動 t

｢
大型哉 + とは陸軍重 爆撃茂 ･ 海 軍陸上攻撃機 ･ 大 型飛行艇 ･ 哨戒爆撃壌 ･ 陸海 軍輸送機を言う

｡
JlI

｢
大型機生産比 +

｢
練 習機生産 比 +

｢
1 2 気筒以上 発動機生産 比 + と も

一
昭和産業史J ( p .6 11- 614) か ら

帝以上 の もの か 日中戦争以後 の 実用毛削こ使用 されて い る｡



一 橋論叢 第七 十 七 巷 第六 号 ( 8 4 )
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( 8 5 ) 戦前期 日本 航空機 工 業資本 の 蓄 積過 程

百万円

軸

心

30

2 0

10
9
8
7

6

5

▲

U

9
8
-7
`
V

l
∧

U

O
O
n
V

ノ
･

′
一

′
で
㌧
′

/

7 0

0 %

国 3 東 京ガ ス電 工
,

日立航 空桟 主要勘定動 向

(1938 年迄) ( 193 9 年以後)

し ⊥_._ ノ
ー

･ - ‾
‾

‾一高言
‾ ‾ ‾

固定資産■

エ場勘定
ノ

ー -
■ ノ

ーーー
‾

′■ 一■-- -
-

●
-

●
■
●

ゝ一 夕 類蒜孟て貯歳 品

払 込 資本金

産資業作′
ノ

ブ
一

.

ヽ
l

･

パ
叫

.

一

′
′
l

/

■

･〇

▲
■

3

2

0

0

0

0

. 1
09
0 8
07
鵬

05

∧
V

-

●

一

,

･

爪
V

爪
V

O
O

O

04

03

∧

V

O

0 . 02

0 . 01

Ⅳ
J

よ r
/ で 受金

ハ ∫ ＼一
一

､ ノ
＼一

一

､ .
′■‾

一

ヽ

ノ 芋雪空へ

碩.正金

入
‥

‥

ぃ
い

l
へ

■

■-

-
-
■

▲

l

〓
‥

‥

､

･
一 10 %

20 %
30 %

_ 元男%

年拡大率ス ケ ー

ル

ー
.

一
.

子
･

!
!
-
～
･

･
･

V

1 920 21 22 23 24 25‾26 27 28 29 1930 31 32 3 3 別 35 さ6 37 38 391 9404 1 42

ββ3

l

L

∵
セ

■う

←

一
∴

ノ

トノ

●

`
ノ

ヽ ヽ

_

ト
′

J
二j

∴ し



一 橋 論叢 第七 十 七巻 第六 号 ( 86 )

固4 上 航空機 工業会社平均 払込資本金利益率

営業報告書より作成
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